
鷲家 口 と ニ ホ ン オ オ カ ミ

可鳩 音々大阜締 鴫

1 ガ巧 （聯 仰タわ

・巾L か ○も

梵 家 口は奈良県末吉野村 の 西 の端に近 い， 同村 小 川 のかつ ての 地名 で あ

る。 米吉野村 は吉野 郡の東北 隅を占め，全村域が は とん ど森林 に被われ た山

二村 で あ る。 そ の東 は ，高 見 山 と， そ の南 に連 る台 高 山脈 とに よ って ，三 重 県

一ニ ・ク

と填 せ られ る。 高 見 山 の西 斜 面 に発 す る木 津 川 が ，大 又 の谷 に 出 る と，束 か ら

凍る四郷 川を合流 して北西 に向い，やか て右岸 に定家川を容れて高見川 とな

る。 驚 家 ⊂＝ま， 梵 家 川 の狭 い谷 の 口で あ る。 か つ て の 伊 勢 街 道 （ 国 道 69）

が ∴ この谷の ロを入 り，川 に沿 って北東 に進 み， 貸家谷，鷲 家を経 て，高見

・ 山 の肩 な る高 見 峠 へ 通 ず る。 谷 の ロ を指 す る小 川 （ 旧 鷲 家 □） は ， 戸 数 こそ

少ないが 1）＊，旧い宿場 で，今 は村政，経済 の中心で ある。昭和 33 年 3 月，小

川，高見 ，四郷三 村が合併 して，現在 の東吉野村 が発足 した と きか ら，小 川

村梵家 口の名は永 久 に失 われ た。鴬 家口な る称呼 は，わずか に，奈 良交通 の

バス停 留 所 名 と， この 地 の巡 査 駐 在 所 名 とに， と どめ るのみ で あ る。

高見，大又 の谷 は奥 が深 く，流域 の山 々か ら伐 り出 され る杉 や槍 の良材 は，

空曹家 口 に鵠 ま り， また 散 ず る。 谷 は南 に開 けて い るか ら， か つ て は筏 流 しの

基 地の一つで もあ った。186 3 年 （文久 3 年） 9 月 ，いわゆ る大和 義挙 の天誅

組敗滅の悲史を秘 めた紫 家の谷 ほ， また，今 ほ絶滅 して見 られな いニホ ンオ

オ カ ミ（ヤ マ イ ヌ） の標 本 が得 られ た ，最 後 の 地 と して 永 く記 録 に残 るべ き

と こ ろ で あ る。

一本篇末の注参照。以下同様。

－58－



究宏 ロ と ニ ホ ンオ オ カ ミ

旧現象 口（文吉野村小川），む こう（南方）に左右か ら

山が迫 って い る と ころが ，梵 宏 川 の谷 の ロで あ る。 〔上 野写 茹 〕

幣 宏 口 で 1 頭 の ニ ホ ン オ オ カ ミを 入 手 し た の は， ア メ リカ 人 動 物 学 者二

丸4alcolm Playfair ANDERSON（1879ヰ6～1919－2－21）2）である。1905年

（ 明 治 3 8） 1 月 2 3 日の こ とで あ る3）。 彼 は イギ リス の 氏族 ， 第 十 一 代 ベ ッ ド

フ ォー ド公 爵 （th e eleventb Dukeof BEDFORD，本名Herbrand Arthur・

R u ssE L L， 1858－ 1940）4）の 出資 によって，東亜 の小形耶 L類蒐 張の 目的で

派遣 され た採 張 看 で あ る。 驚 家 ロ に来 た と きの彼 は，間 もな く 2 6 誠 にな ろ う

とい う青 年 学 者 で あ った。 北 米イ ンデ ィア ナ州 イ ンデ ィア ナ ポ リス の生 まれ

で， ス タ ン フ ォー ド大 学 で 動 物 学 を 専 攻 し，日本 に来 た 1 904 年 に ， B ．A ．を

受けて い る。 そ の 前年 ，19 03 年 に発 表 した 2 篇 の鳥 の 論文 と， 彼 の誠 実 な人

柄とが 認 め ら れ ， い わ ゆ る “D u k e o f B e d fo rd ，s Z o o lo g ica l E x 匹 d itio n ”5）

に従 召け る こ と にな った ので あ る。 上 に言 った よ う に， この 動 物 学 探 検 は，

小形哺乳類 の蒐 災が 目的で あ ったが， A N D E R SO N 自身 は，鳥 に も興 味が あ

った な丘 ，行 く先 々で 馬 を も究 め た。
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上 野 益 三

彼が北米 を経 って拭浜 に到着 したのは・ 19 04 4F （肌治37年） 7 ‾月 18 鞋であ
T L ．ノ

る。 こ の年 は・ 富 士 山， 東 北 な らび に北 梅 迫 を旅 行 し， 1 2月 に静 岡県 下 の 採

二災を 終 え・ 名 古 屋 に来 た の が 同 月 2 9 日で あ る。 咋 を 越 して ， 190 5 年 1 月 1 0

r］， 奈 良 に来 た。 鷲 家 口 で の活 動 が この あ と につ づ く。 奈 良 県 下 で は ニ ホ ン

オオ カ ミが 得 られ る か も知 れ ぬ と い う馴 1で ， 同地 へ 赴 い た と思 わ れ る。 静

岡烈 カゝ ら後の同行者 は，通訳兼助手 として証 し、入 れた， 当特 許一 指 等学校 の

生徒 であ った金井清6）と，猟夫石黒平 次郎 とで あ る。 A N D E R S O N は石黒 を

“B la ck s ton e ” と 呼 ん で 親 しん だ 。

象 山 こ来 た A N D E R SO N が ， ま っす ぐに 鷲 家 口 へ 向 った の は なぜ で あ ろ う

か0 奈良 県下 で耶 L類 を採集 しよ うとすれ ば，吉 野郡下へ 向 うのが 自然 の帰

趨で あ ろ うが・ 特 に鷲 家 口を 選 んだ の に は， 何 らか の 理 由が な けれ ば な る ま

い0 1 月 1 0 日奈 良 に来 た A N D E R S O N らは， 旭 比 月 の 射 こ宿 泊 し， 翌 1 1 日Zミ

良県 庁 に 出打iして ， 狩 猟 の許 可 を受 け て い る。 この と き， 披 らは驚 箋ミロ を 示

唆さ れ た の で は な か ろ うか 。 鴬 劣ミロ の近 在 た は ， 古 来 狩 猟 を副 菜 とす る者 が

多く， 中 共 者 も稀 で は な か っ た 。 山 は 深 く， シ カ や イ ノ シ シ を は じ め と し ，

各椰 の 獣類 に訂 ん で い る。 特 に大 又 の 谷 は， 甘 か ら狂 物 が 多 く， 19 35 年 ごろ

まで は・ 四 郷 村 に は専 真 の 胡的l∫が まだ 何 人 か い た7）。 1糾 7年 （弘 化 4 ） ごろ

にで きた・ 岬 田馴 l（附 半存）の r和州吉野 郡小産物割 8）に，「小 川猟人」

とい う言 渡 力呪 え ， 準 ‥lもこの 他 で 猟 帥 か ら知 識 を得 た の で あ る。 口許和43咋

現在 で も・ 火吉野村全体の訓伽 利光者 は60如 こ達す る9）。A N DER SO N が削 ミ

ロに来 た か ら こそ， 偶 然 の 粍 会 で あ った と は い え ， ニ ホ ンオ オ カ ミを手 に入

れる こ とが で きた ので あ る。 彼 が来 合 わ せ て い な か った な らば， この 1 頭 の

貴蚕 な 獣 は 空 し く遺 棄 され て ， 顧 み られ な か っ た に ちが い な い 。

A N D E R So N が 駕 家 口を 日差 した理 由 に 数 え 得 る根 拠 が も う一 つ あ る。 拙

かもしか
らが 驚 宏 口 に滞 在 小 の 1 月 15 日に， 宇 陀 邦 字 陀 村 の吉 田某 か ら玲 羊 2 湖 （ 1

♂1 ♀・ 後 出） を購 入 して い る10）○ 宇 陀抑 ま吉 野 郡 の す ぐ北 束 に あ る。 宇 陀

郡の うちで も， 菟 田野 町 と大 宇 陀 町 （ と もに 現 在 ） とは ， 吉 野郡 東 吉 野村 の

すぐ北 に接 す る。 2 頑 の カモ シ カ を入 手 した 記 録 は， 宇 陀 の ど こか に， 獣 類
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紫 衣 ロ とニ ホ ンオ オ カ ミ

のリミま る と ころが あ る か， あ る い は ま た， 狩 猟 を 発 と す る者 が少 な くな か っ

たこと を示 す もの ら しい。 1拝突 ， 光 宏 ロ の 北約 12 k m ，国 迫6 9 号線 に沿 って，
l

了∫，▲米 鮒 仁淀 で にりえ た別 々と い う と ころ が あ る11）。 貸 家 ロ に持 ち出 され た 山の

犯物 は ， この岩 崎 に迎 んで 売 り捌 か れ た の で はな か ろ うか と， 筆 者 は想 像 し

た。 この推測 は大休 当 っていたが，岩的 の一製革共著 は， 同地で は甘 か ら鋭

仙と は i虹接 収 引 はせ ず， 仲 門 人の 手 を経 て買 い入 れ て い た， と筆 者 に説 明 し

てくれ た。 A N D E R SO N に カモ シ カを プ三った 吉 田某 が， 猟 師 また は 仲 買 人 か，

ある い は 盟 ノー仁光 者 で あ っ た 丈・、は わ こ与、ら な い 。 し か し ， 更誓文 ロ に 来 て い る外 旧

人が， 獣 類 を 買 い入 れ る とい う噂 を 伝 え 聞 いて ， 皮 に 売 るよ りは 金 にな るだ

ろ う と， 再 び幣 家 ロヘ 辻 んで A N D E R SO N の手 に渡 した の だ と思 わ れ る。才子

帖には 吉 田 姓 の 家 が 多 い 。

盗星空出 立旦」監窒旦去退盟重畳皇盈吐土
A 血 こ」＿＝払昆姐を且盈」とと」出払」エ阻ム＿

出⊥止血19 05 T「 1 月 1 1 日． 炎 良 を 発 った A N D E R SO N ら■は， そ の 日は桜 井 で一 泊 し

た。 桜 ノ＝ま弐ミ山 平 野 d）柄の端 に近 い。 当 時 ， 鉄 道 桜 井 線 は 茶 良 桜 井 問 のみ

で， それ よ り光 は 日Fj；屯して い 仁 い。 彼 らは 桜 井 駅 前 大 西 町 （今 ， 本 町通 一 丁

か い くわ

口） の 鞘 花 ほ に朽 を と った。 奥 ま った 平尾 址 の 離 れ 座 敷 を提 供 され た。 この

離れ は，今次 の大戦後， 隣家の火 災に類 焼 し，現在 は二 階真如こ改築 されてい

ろ。A N D E R SO N 当 時 の面 影 は ． この二 階 屋 の前 の 庭 に残 って い る老 松 に よ っ

て 偲 ぶ ば か りで あ ろ。 l少棉 初 期 の 様 相 を もち 伝 え て い る こ の旅 蛇 の11rい 付 足

は， 火難 を弛れ たが，既 に脚 馴 lにその南半 を桜井木材協 同組付 こ譲咄 し，

イモ休 は A N D E R S O N 当 粒 よ り は る か に 小 さ い 。

1 †】1 2「1， 桜 叶 を柊 に した A N D E 巳30 N らは ， そ の ∩は 松 山 （今， 大 宇 陀

口Ij・の う ナ，） 1二川 〕， 13 ∩に幣 射 ‾lに若 い た 。 松 山 か ら どの 辺 を と った か は わ

か らな い が， 恐 ら く山 口 を拝 ， 佐 倉 峠 を 越 え て雨 下 した の で あ ろ う。 こ の あ

た りは∴ ま だ l＝カi深い わ けで は な い けれ ど も， 多 くの 荷 物 を 運 ばね ば な らぬ

一 行 の 打 純 は 必 ず し も不 易 で は な か った に ち が いな い。 乗 合 馬 市 の任 さえ，
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上 野 益 三

まだ 日日けて は い だ か った。 馬 環 が通 い 出 した の ごま大 正 に な って か らで あ る。

イ ギ リスの 哺 乳 類 学 者 O ld 丘eld T H O M A S が 1 9 05 年 1 1月 に，A N D E R SO N が

その と き まで に，日本 で技 法 した哺 乳 類 の 日銀 を発 表 した 。12） この 日頒 に載

せた哺 乳類 は 50 種（亜種 を含 む）に達 し，新 名 を与 え られた ものが 12 あ る。総

個休数 は 60 0 を迎 え，T H O M A S は A N D E R SO N がす ぐれた採災者 だ と折紙 を

つけて い る。 この 目斑 の 中 で ， T IiO M A S は，究 京 口だ けで ，また 更モ3ミロで も，

獲られ た哺 乳類 と して ，次 の 11 種 （ 2 亜 種 を 含 む ） を あ げて い る。 現 行 の学

名は彼 の 用 い た の とちが うの が大 分 あ るが ， 本 前 の 主 題 とは無 関 係で あ る か

ら， 原 文 の退 り 引用 す る。 それ ぞ れ の種 の は じめ につ けた 番 号 は ，彼 しつ目録

の番 号 ， ペ ー ジ は その 所 載 ペ ー ジで あ る。 日本 名 は 今 筆 者 が柿 入 した。
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C α〃fぶ 加 d 坤 力〆 α∬ T e m m in c k 13）1 ♂．， p ．別 2 ， ニ ホ ン オ オ カ ミ

肋c ね r g 〟fgざ 〃J〃gγγg〟〟ざ T e m m in c k ， 1 ♂ ．， p ．3 4 3 ， タ ヌ キ

肋ざね／α 棚 ね〃ゆ 〟g 古g4 r o r d i T b o m a s ， 2 ♂ ♂， 2 ♀ ♀，， p・ 34 3 ，テ ン
†

P 〟わ r g〝ざ 加 ゎ∫ T e m m in c k ， 6 ♂ ♂ ， p ．3 4 3 ， イ タ チ

P βね 〟r 才ぶfα Jg 〝C O g g 町 ざ T e m m in c k ， 3 ♂ ♂ ， 1 ♀ ， p・ 3 4 4 ， ム サ サ ビ

5 c g〃γ坤 fg r〟ぶ 〝け〃7の壬g α α〝り・〆 〃〟 T b o m a s （ 新 亜 種 ）， 2 ♂ ♂ ， 4 ♀

♀， p・ 別 4， モ モ ン ガ

S c g〟r 〟ぶ Jよぶ T e m m i n c k ， 1 ♂ ， 2 ♀ ♀ ， p ．3 4 7 ， リ ス （ ニ ホ ン リ ス ）

エゆ 〟ざ ∂′αC わ ′〟r 〟ぶ T e m m in c k ， 2 ♂ ♂ ， 2 ♀ ♀ ， p ．3 5 7 ， ノ ウ サ ギ

5 〝ざ Jg 〟C O 椚 γざね ガ T e m m in c k ， 1 ♀ ， p ．3 5 7 ， イ ノ シ シ

〃占椚∂rゐαg血 ふ C r gゆ Jg  T e m m i n c k，1♂，1♀，d．35 7，カモシカ

C βr 〝〟ぶ ざg 丘α T e m m in c k ， 1 ♀ ， p ．3 5 7 ， シ カ 。

合計 33 溺で，牡が 19 溺，牝が 14 頭で，約 58 ％ が牡 であ る。 本㍍の主迎 な

る三主上互生岨 生三互2丘。この目録に，ネズミ矧の
ような小形 種 が全 く見 当 らぬ の は 奇異 の 観 を与 え るが ， そ れ らは ， 才女似 ぎ当凶

旅行 （19 05 年 2 ～ 3 月） 中 に全 部 失 った か らで あ る。それ らの 保 管 を似 拙 し
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琵京 口 と ニ ホ ンオ オ カ ミ

た神戸 の旅飴 が，彼 の旅行 中に隣 の火災 に類焼 し，托宏 ロで採尖 した ネズ ミ

類は全 部 映 亡 した た め で あ る○ な お， だ 3ミロ用 辺 に は， カ ワ ウ ソが 多 か った

と い わ jl る が・ A N D E R S O N の採 災 物 中 に は含 ま れ て い な い 。 キ ツネ も同 校

であ る。

聖者 が T H O M A S の 目録 か ら，こ と さ ら上 の 11 在 を 抄 出 した の は，A N D E R－

S O N が究三女 □で何碇を何頭 手 に入 れ たかを示 したか ったの と，従来 散見す

る三己掛 目に は・ 彼 が ニ ホ ンオ オ カ ミの み を 入 手 した か の よ うな 印 象 を与 え る

もの もあろか らであるo A 迎 至遊星弘 一並⊥ 且迫 且彗近 退 丘 塞ヱ 」且且盈 巳遡 ，

雌 遊星旦且丘弘法丘。1月23日には，待望のニホンオオ
カ ミが手 に入 った し・ カ モ シ カや テ ン， そ の他 の珍 ら しい も の も手 に入 った

ので・ 25 日に 同地 で の採 集 を打 ち切 っ た0 そ して ， 2 6 日に往 路 と同 じ く桜 井

経由 で・ 同 日中 に名 古 屋 まで 行 っ た0 往 宣告は桜 井 ， 松 山 と途 中 で 二 泊 した の・

に， 帰 路 ほ一 気 に名 古 屋 ま で 出 た ので あ る。

告宏 口で大形獣 を購 入 した当時の様 子 も 金 井括 （前 出，注 6 ）の 日記14）

には ， 次 の よ う に誌 され た。 括 弧 内 は上 野 が 挿 入 。

1 90 5 年 1 月14 日・ 10余貫 （約 40kg ） の女鹿 （上掲， 目録 ，仏 1 ♀），皮

のみ剥 いで 4 円 50 銭

同・ 1 月 15 日・ 宇 陀村 の吉 田某 か ら玲 羊 2 頭 （上 掲 ， 目録 ，4 3， 1 ♂ 1 ♀）

（拇）
を購 入 ， 罰 と尾 とに故 障 が あ り， 9 円50銭 。

同， 1 月2 2 日， 猪 1 頭 （上 掲 ， 目録 ，4 2， 1 ♀）， 3 円50銭

同・皇且主星旦」叫 塩
そ の他 に， タ ヌキ・ ム サ サ ビ等 も買 い入 れ た。 こ の 2 3 日に買 った 1 頭 の・

ニホ ンオ オ カ ミが・「 日本 で採 災 され た最 後 の狼 にな ら う とは 当 時 想 像 も及 ば

ない 所 で あ っ た。」と， 33 年 後 に・ 金 井 が 当時 を 回 想 して書 い て い る15）。

ほ ぅけつ まえ官たb 上 ，たちう

駕 亥 口に果 た A ND E R SO N らは，旅館芳月楼 ，前北 丈太郎方 に 宿 を とサ
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千代 字詰上か ら見 た，かつての芳月楼（現在，衣料店）。〔上 野写君主〕

た。 佐倉峠 を越 え，幣京 口か ら川に沿 って甫 へ下 る路は，や がて川 の左岸 に

移り， カー ブ 号拙 い て緩 い下 りで ， 貸 家 口の 北 の はず れ に入 る。 しば ら く行

くと， 上 市 か ら来 る 国迫 が真ミモ宏 川 に架 る千 代 橋 を放 った と こ ろで ， 宿場 を 貫

く街 道 とT 字 形 に合 す る。 この T 字 の突 当 りに 芳 月 楼 が道 路 に面 して立 って

いた 。 この宏 か ら見 れ ば ， 桔 は路 を 隔 て て真 向 い で あ る。 栢 の 下 は，岩 盤 が・

千代子缶上か ら上流に向 って見 た照宏川。左方 の岩上 に「天誅義士

ヲて戸弥四郎先生戦死ネ地」 と刻 した石碑があ る。〔上野写真 〕
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左右 か ら相迫 って，狭 いノーlは奔 流をな してい る。対岸 は急斜面 をな して川 に

落ち，水辺 に は雑木雑草 が生 い茂 ってい るが， その背後 は杉林で ある。 道路

に画 した二 階の座敷 を提供 された A N D E R SO N ， 金井 らほ，眼下 に千代 桔や

対岸 の杉林 を眺 める ことがで きた。 芳月楼 は楼主 前北氏 の死没後，人手 に渡

って名 も森本楼 と改め られたが，現在 は改築 されて折本衣料店 とい う衣料雑

貨の店 にな って い る。 A N D E R SO N 当 時 を彷 彿 す る もの は， 国道 幅拡 張 の た

め に， 改 築 を余 儀 な くされ る こと が な か った ， 川 沿 い の民 家 数 戸 と，芳 月楼

うえたに

の南寄 り背後 の一段高 い土地 に建 って いる，上谷寓言氏所有 の旧 い住宅 のみ

であ る16）。

A N D E R S O N らは， 芳 月 楼 を根 拠 と して ， 四 方 に採 鮎 にで か け た。 遠 く四

郷村 （大 又 の谷 ， 現在 は 東吉 野村 の うち） へ も行 っ た。 1 月 14 日 に，・牝 シカ

1 頭 を買 ったのは， 告 家川を遡 った 駕家谷 の一猟 師の家であ った らしい。

「我 等 の滞 在 は間 もな く近 村 の話 題 に の ぽ り種 々の進 物 を売 りに来 た。」（金

井 ， 前 掲 注 14 ） とあ るか ら，追 々居 な が らに して ，種 々の 動物 を 入 手 す る こ

とが で きた ので あ る。 た だ ，外 国 人 を見 た い とい う物珍 らし さか ら，弁 当携

得 で 遠 くか ら驚 家 口 へ来 た 人 た ち も少 な くな か った とい う こ とで あ る。 そ れ

らの人 々が 噂 を ひ ろげ る の に役立 っ た に ち が い な い。

そのうち，⊥且星邑旦土地 「或る朝（注：
1 月 2 3）， そ の 日に採 集 した 鼠 を 剥 製 して居 た 時 ， 二 三人 の達 しい猟 師 が

一 匹 の狼 を掩 い で や って 来 た。」（金 井 ， 前掲 ブ ので あ る。 「 そ の 日に採 災 し

I ラップ

た 鼠 」 と あ る の は， 前 夜 に罠 を仕 か け ，早 朝 そ れ らに か か った鼠 を指 す 。 オ

オ カ ミは買 取 りの値 段 で 中 々に折 合 が つ か な い。「杉林 の r中の 日あ た りの良 い

宿 屋 の縁 側 に初 春 の 日光 を あ ぴ な が ら長 い 間 か ゝって の 談 判 で あ．る。」（金

井 ， 前掲 ）。 しか し， 交 渉 は不 調 に終 り， 猟 師 た ち は オ オ カ ミを 担 いで 立 ち

去 っ た。 「 此 の 時 の ア ン ダ ー ソ ンの 失 望 は言 語 に絶 す る もの だ った。 元 来 無

哩 ） （れ）
言 の ア ン ダー ソ ンが買 へ ば良 か った ， 再 び 手 に入 らな い か も知 らぬ， と一 人

言 を云 ひなが ら片 足立 て ゝ縁 側 に腰 かけて居 た顔つ きは 33 年後 の今 日もな

J ま僕 の 目 に あ りあ り と残 りて い る。」と金 井（前 掲 ，注 15）が 回 想 して い る17）○
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A N D E R SO N が再 び手 に入 ら‘な い か も知 れ ぬ と言 っ た杷 憂 は， 幸 い この 日

硝び 狼 が逆 び 込 まれ ， 彼 の手 に入 っ た こ とで 消 え 去 っ た。・しか し， も し，彼

の手 に班 って い な か っ た な らば， この 1 頭 の最 後 の オ オ カ ミは空 し く退 棄 さ

れて ， ど こ に も残 らな か った か も知 れ な い。 垂 誕 万 丈 の 標 本 が 8 円 50 銭 で

自分のものになった。金井は 地 主些些遡塑旦土4 ヱ旦堕三三昼

剥いで居 る問， 3 人 の猟師 は煙 管を吸 ひな が ら眺 めて居 っ＿± 腔は柄青み

を室生三型萱辿迎 亘j三塾生主立旦皇⊥いo」ことに気
がつ い た。 厳 冬 の さな か に， この 状 態 に な って い た の で あ るか ら， 死 後相 当

の日が 経 って い た こ と は 間違 い な い 。 大 きい 獣 の皮 を 剥 ぐた め に， 彼 らはj弥

北か ら大 分 苦 悩 を い われ て い たの で ， 恐 ら く橋 向 うの 杉林 に 近 ん で処 理 した，

ので あ ろ う。 さ きの値 段 の交 渉 の と こ ろで も， 「杉 林 の 中 の ヨあた りの良 い・

宿屋 の 緑 川 」 とあ る け れ ど も，付 近 の情 景 を 取 り入 れ て 印 象 を しる した の で

はなかろ うか。芳月楼 の後 ろは高 い崖 で，崖 の上 には 2 学級 のみの怒家 口尋

常小学校 が建 っていた。 今 は登記所 にな って い る。 そ の南西 に隣 して，末吉‾

野村 役場 があ る。

A N D E R SO N が 手 に入 れ た 1 頭 のニ ホ ン オ オ カ ミは， 果 た して ど こで 獲 ら

れた ので あ ろ うか。 近 年 トラ ック輸 送 が は じ ま る ま で は， 紫 衣 ロ に張 っ た杉▲

材や 拾 材 は ，筏 に組 ん で 高 見 川 を 流 し， さ らに吉 野 川 を下 して， 上 市 等 まで

運ん だ。 至ミ苦衷 の谷 と大 又 の 谷 とが 合 して ，高 見 川 とな る あ た りに， 秋 の青虫岸

過に 川 を 恍 断 して堰 を 設 け る。 そ の上 流 に水 が た ま って ダ ム湖 の よ うに な る

のを待 って ， そ の “湖 ” 上 で 筏 を組 む。 そ して， 堰 を 切 って放 水 と と もに筏

を流 す 。 これ を繰 り返 え し，春 に アユ が 遡 上 す る ま で に堰 を ほ去 す るの が 習

わ しで あ った。 A N D E R SO N が法 家 口 に来 た 1 9 0 5 年 の 1 月 の上 旬 は 特別 に寒

気が威 しく，堰の上流の停滞水に氷が弓良った。一題塵互生監生壁笠地主 追」盈．

虹呈＿塾聖上出 盟主且を。池
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められ た シ カは水 殻 上 に乗 り， 氷 を 突 き破 って 四 、土星亘 ，迫 っ て くる

丘丘出 。盈姐迦エ⊆旦主立旦⊥主監退出 そして，皇旦盈払出 圭＿圭且五重三三旦ヱ去

凪且皇盈血 8）。さ きに述べた ように，この地 には苛紬 Fを副菜 とす る者が多いか ら，A N D E R SO N

の前 に現れた 3 人 の猟師 は，筏師 た ちで あったか も知れない。

以 上 の話 は少 しで き過 ぎて い る よ うな フ シ もあ るが ，仮 に この話 に信 憑 性

があるとすれ ば，最 後の標本 とな った A NDE RSO N の狼 払 奥地 ではな く，

驚家ロで猛れたこととなる。そ包鮎 盛者
出血塾乱と己包監迫皇短辿 。盈軋
が；璽び こまれた とき既 に腐 りかか っていたのだか ら，毛皮は完全 な蛙豊里鎧 ▲

蓬主立旦吐出 ム
前掲 T H O M A S の日録 の 16．C 例言ざ如d幼 ね∬却）T em m ．の粂下（p．別2）

に，A N D E R SO N が標 本 につ けて お い た ノー トと して ， 次 の一 文 が採 録 して

ある。

“T b e Wolf was purchasedin the且esh，andI瓜nlearn butlittle

a b ou t it．It is  r a r e ， S O m e  S a y  a l m o s t  e x t i n c t ． J a p a n e s e  n a m e ‘ O k a m i ’

o r ‘A a m a in u ，．” － M ．P ．A ． 文 中， “in the且esh”とあるのは，皮だけを剥

い で買 った の で は な く， 肉 つ きの ま ま， つ ま り屍 経で 手 に入 れ た こ とを 記 録

した ので あ る。 また ， “a lm o st extinct’の二語は，1905年の時点で重大な

意味 を もつ （後述参照）。 最後 の ‘A am a in u ’は Y am a in u の誤 記か誤植 か

で あ る。 古 来 ニ ホ ン オ オ カ ミは ヤ マ イ ヌ と い い な ら わ して 来 た も の で あ る。
t ．

なお，大英博物館 （天産部） に保管 されてい る A ND ER SO N 入 手甲狼 の頭

骨 に は，1 90 5 年 5 月30 日大和 鷲 家 口 と記 した 付 箋 が あ る21）。 これ は博 物 館 が

受 領 した 日付 か 何 か で ， 鷺 家 ロ で入 手 した時 か ら 4 カ月余 を経 過 して い る。

正 ししl採 集 時 を 記 録 した もの とは 言 い難 いっ
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A N D E R SO N が 驚 家 口で 1 頭 の ニ ホ ン オ オ カ ミを手 に入 れ て か ら， 19 6 8年

の今 まで に 6 0 年 以 上 の歳 月 が 経 って い る。 そ の 間 ，た だ の 一 班 もニ ホ ンオ オ

カ ミが獲 られ た と い う学 術 的 報 告 は な い。 各 肝 県 の 累 年狩 か1i統 計 で も仔細 に

し らべ て み れ ば ， ど こか に狼 の記 録 が あ る か も知 れ な いが ， そ れ は 今 急 に は

実行 で きそ うに な い。 ま た， 記 録 に 残 らぬ もの も数 多 くあ るに ちが い な い。

・ 今 ， 言 え る こ とは ， 19 05 年 とい う，は っ き り した 年 にで は な く， そ れ か ら数

・ 年－ あるい は十数 年か も知 れないが一 の時 の経過 の問に，ニ ホンオオ カ

ミほ人 知 れ ず 死 に絶 え た の だ ろ う とい う こ とで あ る。 しか し，彼 らが，な お，

ど こか に生 き残 って い る と信 ず る人 た ちが ， 後 を 断 った わ けで はな い22）。 そ

‥れ らの 残 存 説 看 た ち は ， しか し， そ の 残 存 の 真 相 を究 め つ く して い る とは い

小姓 い。絶滅 を主張 す るだけの確実な 根拠 はな いけれ ども，杢壁．旦立退空 ，

－出 鼻互う。本絹のこれまでの 記 述 も， この 前 提 に立 って進 め て きた。 そ こで ， 前 掲 の A N D E R SO N の

ノー トに， “SO m e  S a y  a l m o s t  e x t i n c t”とあるのは，何気なく古きつけ

・ た の で あ ろ うが ， ニ ホ ン オ オ カ ミ衰 亡 史 上 に ， 大 きい重 み を も った 言 葉 と し

て残 る こ と にな る。

F・P・ V O n SIEBOLDの‘‘FaunaJaponica”哺乳類の部の執筆を担当した，

屯o en ra ad J a co b TEMMINCKがニホンオオカミの記載を発表したのが1844

年 （弘 化 1 ） で あ る。 しか し， 該 書 の ニ ホ ン オ オ カ ミの彩 色 図版 （ta b ．9）

は，既 に 1 84 2 年 に 出 版 され 23）， この 狼 の存 在 を 西 欧 に知 らせ た。 それ か ら3 7

●

年後 の 188 1 年（明治14 ）に，東京 大 学理 学 部 のお雇 い ドイツ人地質 学教 師

つa v id B R A U N S別）が ， ニ ホ ン オ オ カ ミを詳 し く観 察 して 短文 を 発 表 した25）。

彼 は 動物 学 に も興 味 が あ り造 詣 も深 か った の で あ る。 そ の文 中 で ， B R A U N S

は・ 〟T h ese a n im a ls a re very rarenowin the main－island，butare

les s ra re in Y e z9．” と番 い て い る。 この 文 章 で は， 本 州 の狼 と， Y e zo （北
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l ：●■川 ●勺仰 tい I．

D・ B R A U N S が発 表 したニ ホ ンオ オ カ ミの図 （18飢 ）．

原図は左右 16．5cm ．

海道） の狼 とを 同 一 祀 と考 え て い る ら し く見 え るが， 「本 州 に は 今 で ほ 睦 め

て稀 だ 」 との 一 句 は・ 彼 の 実 感 に よ る もの な るべ く， 重 要 な 意 味 を もつ 。

B R A U N S の文 に添 え た ニ ホ ン オ オ カ ミの 図 26）は， 左 右 16．5c m の 大 き さで，

“w e ll 点g u red b y ou r a rtis t” と 自賛 して い る か ら， も っ と も そ の 実 を 伝

える も の で あ ろ う。 B R A U N S は ， ま た ， オ オ カ ミが 本 州 で は キ ツ ネ や タ ヌ キ

のよ うに， わ れ わ れ が 度 々 出 会 う動 物 で な い こ とを 指 摘 す る（“a ll tb e se

O ther anim als of the d昭一tribearemucb more frequentlymet with

a t lea st in th e m a in －isla n d tb a n tb e C α乃fざ如d 坤砂 ね∬．”）。そ して ， それ

でも， 狼 が 日本 人 に は よ く 知 られ て い る 動 物 だ と 指 摘 す る （な お後 出， 直

良27）参照）。

B R A U N S の この文 の発表後 24 年，19 05 年 に，A N D E R S O N を して， “a lm os t

e x tin ct” と記 録 させ た の は， 恐 ら く真 実 で あ った の に ち が い・な い。 つ ま り，

盟追払払乙＿＿三並血ら後＿温盗塁二途立退ユ左上且主＿也よ皇。呈上三」姐 迎＿亀鑑監

は極 めて 稀 に な っ て い た こ と は， ほぼ 聞 達 いが な いで あ ろ う。 ま た， 「 狼 が

人の 心 に大 き く姿 を と ど め な が ら も， 実 際 には さほ ど こ の 日本 に棲 息 して い ・

なか った・，‥‥」 （直 皿 信 夫27）） と い う見方 が あ る。 この見 方 は上 掲 B R A U N S
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の 視 察 と一 脈 相 通 ず る もの が あ る。 さ らに，今 か ら 13 0 年 も前 の 1糾 0 年 前 後

の話 として，狼 の汲減 を記 録 した問雷 が r遠 野物語 J 缶）にある。岩 手県釜石

7けの西，遠 野郷 （今，遠 野市） での問審 で あ るが，「和野の佐 々木寡 兵衛 ，

きか い ぎ おほ や ち

戎年境 木越 （注 ：界木峠） の大 谷地へ狩 にゆ きた り。死助の方 よ り走れ る灰

な り。 秋 の 暮 の こ とにて 木 の 葉 は散 り姦 し山 も あ らは也。 向 の峯 よ り何 百 と

も知 れ ぬ狼 此 方 へ 群 れ て 走 り来 るを見 て 恐 ろ し さ に堪 へ ず ，樹 の梢 に上 りて

あ り しに， 英 樹 の 下 を影 し き足 音 して走 り過 ぎ 北 の方 へ行 け り。 そ の 頃 よ り

遠 野 掛 こは狼 甚 だ 少 な くな れ り との こ とな り。」と あ る。 この狼 の行 方 は わ か

ら な い。

B u N N E L L ら劫）が ， ニ ホ ン オ オ カ ミ（C α〝gざ加 拗 肋 ∬；この f の 綴 りを 用

う） が ，2 0 世 紀 にな って か ら 害 獣 と して 滅 ん だ と して い るの は， 北 海 道 の

狼 が作 為 的 に 滅 ぼ され た の と混 同 した の で あ る。 この著 者 らが ， 北 海 道 の 当良

も C α乃ね 加 血 ク砂 ね∬ で あ って ， C ．Jゆ ざ で は な い と思 って い る こ と は ，

B R A U N S と同 じで ある。 北海道 では， 狼 の全 滅作戦が効 を奏 して， 188 9 年

（明治 2 2） ご ろか ら後 ， 全 く姿 を消 して 再 び 見 られ な い加）。 そ れで も， 狼 の

足跡 を見 た と か， 狼 ら し い獣 を 見 た とか とい う， 致 存 の 話 が 羅 を 引 い た 。 こ・

れ は ニ ホ ン オ オ カ ミの残 存 説 が 今 で もあ るの と よ く似て い る。

A N D E R S O N の と きか ら， お よ そ 5 0 年 後 ，岸 田 日出男 は，「凹 五 十 年 前 （温

1 905 年 前 後 ） 迄 は 移 し く棲 息 して お った ヨ本 狼 も， 今 日で は， 全 く絶 滅 し

た と信 ぜ られ るや う にな った 。 が ，果 して 絶 滅 した と断 定 して よ い か ， ど う

か o」31）と疑 い を残 して い る。 この文 ［い， 「芳 し く艶 色して お った 」 とい う言

葉 は， 果 た して 真 で あ ろ うか。 ち よ う ど， A N D E R SO N が 鷲 家 口 に来 た こ ろ

の ことで あ る。 も っ と も， 岸 田氏 が も っ と も関 心 を も った 大 台 ケ 原 山一 手引 こ

は，明 治 初 年 に は まだ か な り の数 の狼 が い た ら しい。 18 74年（明治 7 年 1 0月 15

日）尾鷲 を発 して大台ケ原 山 に登 った英 人 C ap ta in S t．J o H N が， 山中 に

狼が多 くて， 昼 間 で も近 づ い て 来 て 吠 え た （“W o lv es a re abundant；they

h o w le d e v e n d u rin g th e d a y tim e c lo se to u s．＝），32）と凱 、て い る。 同 人

は∋‡国の小型創立魅 〟S y lvia ”の艦長で， 日本沿海測量の途 次，足掛 こ入港

－70－



鷲 家 ロ と ニ ホ ン オ オ カ ミ

し， 停泊 中 の 概 会 を 利 用 して 大 台 登 Lh を試 み た の で あ る。

前 節 に 述 べ た よ う に， ニ ホ ン オ オ カ ミが 明治 初 年 以 降激 減 の一 途 を辿 った

とす れ ば ， そ の原 因 は 何 で あ ろ うか 。 聾 者 は， 彼 らが 自滅 す るだ け の 原 因

は，彼 ら 自 らの 中 に発 生 した の は もち ろん だ と考 え るが ， そ の過 程 につ い て

は柳 田国男 の 考 説認）が ， 聞 くべ き もの を含 ん で い る と思 う。 柳田氏 は，まず ，

退旦塾L旦主立担 が・盟主旦藍剋旦登城
生血 彼らの数の減少， もしくは絶 滅を信ぜしめるよう になった

の は，孤 狼 にな ったか ら で あ る。群行 劫の必要 性を減退 させ たのは， 家畜

のよ うな， 遁 げ 走 らぬ 食 料 の増 加 が ，食 物 の独 占 に便 利 にな った か らだ ろ う

と，柳 田氏 は説 く。 しか し，孤狼 にな ったがため に，一旦交配期 に入れ ば，

配偶を見 つけ難 く，生 殖率 の激減 を来 たす にちがいない。 この柳 田氏 の仮説

があ る程 度 当 っ て い る とす れ ば， そ の過程 に は か な り長 い時 間 を要 した で あ

ろう。 そ して ， 今 か ら 10 0 年 位 前 に は， 既 に激 減 の状 撃 に近 づ い て い た こと

は，前節に述べた通りである。さらに，盟追返元幽 ，

塾生星地 上笠畳も 狼の末路を流行病による大量死
死 を も って 説 明 し よ う とす る人 々が あ るが， これ に は十 分 な 根拠 を 伴 わ な い

憾 み が あ る。 交 配 の機 会 の著 しい減 少 が ， 自滅 の 一途 を辿 ら ざ るを得 な か っ

た とす る考 え は， 無 理 の少 な い見 方 で あ ろ う。 岸 田氏 （前 掲 ） が 移 し く楼 息

していたと見ているのとは反対に，A 幽 良皇迫呈込左左血跡

生旦旦」主旦墜壁盈星白星医王上皇，ム」呈生査見過 三△互生主＿と＿皇塾知上ヱ

丘ユた里庄 五 起吐 塩生ム A M D ER SO N の垂海万丈 の表情 を素早 く見 て とった彼

ら が， 高 値 を 吹 きか け ， 四，五 円値 切 られ て ， な お， よ うや く 8 円 50 銭 に落

ち つ い た経 緯 は， よ く この 間 の 事 情 を物語 って い る別）。

さ きに述 べ た よ うに ， 明 治 後 急 に狼 が減 少 した と して も， 18 8 0 年 ごろ に
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．ほ ，打 荘 の可 能 性 は ま だ まだ あ っ た と思 え る例 証 が あ る。 18 78 年 （明 治 11）

6・月 2 6 日に， 1 頭 の生 きた ニ ホ ン オ オ カ ミ（性 不 明） が ， ロ ン ドン動 物 学 会

の動物園35）に割 治された。 寄贈者 は同学会 会員 H・ H ey w o od J o H N E S とい

う人 で あ る。 ど う い う経 路 で ， 日本 か ら入 手 した のか わ か らな い。 しか し，

それ は ロ ン ドン動 物 園 が は じめ て 収 容 した 動 物 で ，見 物 人 を よ ろ こば せ た に

ち が い な い。 この 1 頭 の狼 につ い て は該 動 物 学 会 の 1 87 8 年 1 1月 5 日の例 会

の席上 で，学会秘書 の P b ilip Lutley ScLATERによって報告された36）。

S c L A T E R は動物 地理 学上 の菜績 に富む，知名 の動物学看で ある。例会 の座

長 は A rth u r G R O T E で あ った。 こ の と きの S c L A T E R の説 明 で は，．今 度 新

ら し く入 った 狼 は， そ の 小 形 な の と脚 が 短 か い点 とで ， ヨー ロ ッパ の狼 とは

別 種 の よ うだ ， と述 べ て い る （“ju d g in g fro m tbepresentspecimen t壬ユe

．Jap a n e se Wolf，altbougb nearly alliedto Cβ〝fぶJゆざ，WOuld seem to

b e a  d i s t i n c t  s p e c i e s ， t O b e  r e c o g n i z e d b y i t s  s m a l l e r s i z e  a n d s h o r t e r

leg s．”）。 こ の 生 き た ニ ホ ン オ オ カ ミを 見 た T h o m a s H en ry  H u x L E Yが，

C の王iざ 加d 坤 砂 ね∬ は， た だ 狼 （注 ：ヨー ロ ッパ 狼 ， C α乃iざJゆ 〝ざ） の 小 形 の

もの ら しい。 しか し， そ の頭 骨 が 手 に入 らぬ 今 は， 決 定 的 な 意見 を 述 べ る こ

とは差 和 え る と書 い た 37）。 この ニ ホ ン オ オ カ ミが そ の後 ど うな った か ， よ く

わ か らな い。 1 頭 き りで あ った か ら， 子 孫 が残 らな か った こ とは確 か で あ ろ

うが ， そ の道 骸 は ど うな った で あ ろ うか。

上 記 H u x L E Y の文 中 に， “tb ere is a丘ne specimen nowlivingin

・tb e Gardensけの1句があって，われわれ日本人を羨しがらせる。Gardens

・は もち ろん ロ ン ドン動 物 園 を指 す 。 動 物 園施 設 の著 し く立 ち お くれ た 日本 で

は ， 生 き た ニ ホ ン オ オ カ ミを 目 の 当 り見 る こ と が で き な か っ た だ ろ う し ， 今

も もち ろん 見 られ な い。 あ る 国土 に生 を承 け た動 物 が 衰 び去 る運 命 を担 わ ね

ば な らぬ とは， 哀 れ と い わ ず して 何で あ ろ うか 。 せ め て 動 物 閻 に そ の 後 裔 が

．見 られ た な ら と は，筆 者 一 人 の嘆 きで は あ るま い。 H u x L E Y が待 望 した ニ ホ

ンオ オ カ ミの 頭 骨 は ， A N D E R SO N に よ って ロン ドン に送 られ た が ， そ れ は

こ彼 の没 後1 0年 目 で あ った 。 も っ と も， 大 英 博 物 飴 （天 産 部 ） に は， それ よ り
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前に，「秩父地方産 ， 18 86年 （注 ：明治19） 1 月 28 日， E ．W ．・JA N SO N 」 と

い う符 箋 つ きの ニ ホ ンオ オ カ ミの頭 骨 が 1 個 既 に入 って い た か ら， H u x L E Y‾

は あ るい は生 前 に それ を見 た か も知 れ な い。

1 90 5年 ，奈 良 県 驚 家 口で 獲 れ た 1 敢 のニ ホ ン オ オカ ミにつ い て ， そ の 入 手 －

の経 緯 ， な らび に そ の動 物 学 史 的 志 夢 につ い て 述 べ た。 この狼 は よ く研 究 せ

られ， ‘‘W a sb ik a g u clli” の名 と と も に， 広 く世 界 の学 者 の知 る と ころ とな

った。 狂 られ た年 が 移 り変 らな い うち に， い ち早 く T H O M A S に よ って 報 告

さ れ た か らで あ る。 A N D E R S O N も T H O M A S も， こ の 1 好iの 狐 が ， こ の よユ同 ■

での最 後 の怒 本 に な ろ う とは ， 全 く予 婚ル なか った に ち が い な い。 この貯 木

が 日本 国 内 に残 らな か った の は残 念 で あ るが， 学 界 に貢献 して 永 く名 を と ど
∫

め た こ と 亡ま， 日本 の 狼 の 最 後 を 飾 っ た もの と い え よ う。

筆 者 が この一 篇 をつ くった 目的 は ， 日本 の動 物 学史 の一 駒 と したい た め で

ある。厳 密な科学史 的な方法で は， 動物学史 に動物変遷 史は含 まれない。 し

か し，動物学＿の研究 対 数が動物で あってみれば，広い恋味で，動 物の栄 枯盛

衰 もまた ， それ らの研 究 者 との 関連 の も とに， 動 物 学 史 で取 り上 げ るべ きだ

とは，筆者 の持論で あ る。 それ は， なお， 医学史 において疾柄 史 が重要 なの

と同株 で あ る。 本 箱 は そ うい う試 み の一 つ で あ る。

謝 辞

東吉野村村長松山清太郎 ，同助役和泉政治郎，同経済課最 中尾稔 の諸氏 は，祭 者に多

大の便宜 を与 えられた。特に中尾課長は，同役場 の上大谷年弘氏 とともに；小川 （旧淀

家口）および問辺 を案 内 して，範者 に多 くの知識を与え られ た。 ま た，近 旗 日本鉄道株

式会社鉄道総局営巣企画部の尼崎博氏 は， 筆 者 と行を倶に して， 東 道 と斡旋 の労を執

られ た。 これ ら諸 氏 の厚 意 に対 し， こ こに衷 心 よ り深 謝 の意 を 表 した い 。 さ ら に，党

家口出身の上谷常 吉氏（在大阪市） が特に聾者を引見 して， 有益な談話 に時間 を割か
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才Lた ことを，感 謝を もって特記 せね ばな らぬ。最後 に， 日本学士院会員大島店先生が，

一高時代同案生活者で あ った金井清氏 について，有力な示 唆を与 え られ たことに対 し，

牽くお礼 を 申 し上 げ た い。

〔 注 な ら び に ノー ト〕

1） 旧主慧家 ロ は国 道 を挟 ん で 南 北 に約 500 m ， 戸 数 は 230 を 出な い。

2 ） A N D E R S O Il，M ．R ．：M a lco lm Playfair Anderson．CoJl（ねr，VOl．21，p．115－119，

19 19・ M・ R・ A N D E R SO N は M d co lm の父。 江崎悌三 ：「D uk e of Bedfordの

動物学探検」。植物及動物， 3 巻 7 号，p．1349 以下 ，19 35．

3 ） 上 抱 ， 江崎 ，p・ 1353 ． これ は金 井 市 民 の 日記 を も とに した記 駄 本 ㍍ 中 の 日付 は

これ に 従 う。 茫〔長信 夫 ： r 日本 産 狼 の研 究 』（東 京 ，校 倉 書房 ，1965 ） に ，・ この

日付 を “明 治 37 年 （19 0 4）” と して あ るの は（p ．2感 ，2 5 2）， A N D E R S O N 来 日の

年 を 誤 って 用 い た もの で あ ろ う。

4 ） 江蛸博士 が上 文（注 2 ）を軌範 当時， この人は 77才（江崎博士 は ＝現在 80才 に近

い 高 齢 ” と苗 し、て い る）， A N D E R S O N を 日本 へ送 った 当時 は 46 才 の壮 年 で あ っ

た。 B E D F O IiD 公は動物 が好 きで，B e心ordsb ire の宏大な邸宅 W ob urn Abbey

の 庭 鼠 に ，多 くの馬 聖沢を先 めて 飼 育 した。 また ，動 物 学 者 の Sir P eter C alm ers

M IT C H E L L （1864－ 1945 ） と協 力 して ， B edfo rd sb ire 州 m n sb b le 付 近 に 自然

動 物 園 を 設 正 した。1899 年 か ら 1936 年 まで ，ロ ン ドン動 物 学 会 の 会頭 で あ った。

この学会 と大 英博物飴 との共同企画で， A N D ER SO N を 日本および東亜へ派近 し

た こ とは， こ の B ED F O R D 公 の興 味 が大 き く物 を言 って い る。 そ の 出充 が 直接

そ の実 現 を 可 能 に した ので あ る。

5 ） 江崎，前 掲，p．1348 庁．

6 ） 金井清 （1884－ 12－7～1966－4－26）は， 長野県上畝訪 （今， 取訪市大字上訊

訪 ）の生 まれてあ る。19 03 年，第一高等学校 に入学 ，1907 年卒業 ，引きつづいて

東京 帝国大学 法科大学 に入 り，19 11年政建学科 を卒業。 金井 が A N D E R SO N と

行 動 を と もに した 1905 年 は ，一 高 三 年 の ときで ， 21 才 で あ る。 A N D E R SO N が

Jap a止士im es に出 した求人広告 に応募 した市河三富（ 1886～ ；現 ，日本学士院全

乱 東京大学名誉教授 ）が急に支障を生 じたので，同 じ一高生の金井が代 ったの

だ とい う0 1905 年 も次 の 1906 年 も，A N D ER SO N に協 力 したた めか ， 4 年 間 を託

して一 高 を 卒 業 して い る。 東 大 卒 実 の年 ，鉄 道 院 寄記 とな ったの を振 り山 しに，金

井 は終始鉄道畑で活動 し，1925 年（大正 14 年）には，鉄道省古記 官にな ってい も。

1926 年以後 の金井 ほ，大陸 に出て満鉄等で重要 な地位 にあ った。その汲， 1945～

1 955 年 には，途 中 3 年間 の空白をおいて，前 後 6 年間，選任 されて彷皿訊訪巾 こ
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市 長で あ った。市長退職後 ほ再び鉄道 に入 り，昭和 4 1年死没 した ときには，社団

法人世界貿易 セ ンターの理事で あった。1938 年（昭和 13）12月 21 日，立川飛 行堤

を軍用機 で出発 した金井は， 「奈良県 の上空でふ と下 を見下す と杉林 の密林 であ

る。そ の時 33 年 前 此 の杉 林 の 中 の想 家 □ の宿 に， M・ P・ ア ンダ ー ソ ンと共 にこ 週

間 ば か り滞在 して 多 くの動 物 を採 集 した事 を思 い 出 した。」（後 出， 注 15 ） と当 時

を述 懐 している。 このとき，金井は新 たに中支 部振興株式会社の理事に鼠 注 し，

上 海 へ赴 くと ころで あ った。

7） 四郷の久保清右衛門氏談話 。

8） l上 野益三 ：「和州吉野郡 中産物志 」につ いて。奈良女子大学生物学 会誌，N o・ 10，・

p ．70－ 74， 1960．

9） 東吉野村役場の記録。

1 0） 金 井氏の 日記 （江崎，前掲，p・ 1839 に引用）。

1 1） 現今は， 中国， メキ シコ等か ら輸 入の原 料皮の鞍皮作業が中心で あ るo  A N D E R・

SO N 当時は大 部分国産皮 に依存 し， 特 にイノシシ皮 の虚共著用 靴製造 が盛 んで

あ った。 ま た， 筏 づ くり用 の藤 蔓 を 駕 家 口等 へ 供給 す るの も， ここの 仕 事 の一 つ

で あ った。

1 2） T H O M A S ，0 ．：1 ist d mammds ob也止血もyMr・M・P・AndersoninJapanト

1905．タr帆 加 J．馳 ．エβ乃d o柁，190 5，V Ol．2，p．お1－363．

1 3） 哺乳類学者 は，現今， C 〃〝i5 Jゆ 〝5 加d坤 妙 J瓜 m M M・ な る亜種 と し．北 海道・

の狼 を C ．J吋 附 加 仙 i X IS H ID A とす る。 しか し， ここで は，混 推を避 けるた

め， A N D E R S O N 当時 通 り， ニ ホ ンオ オ カ ミを C・ 加 d 申 ゐ〆αち エ ゾオ オ カ ミを

C ．Jゆ 以S と して記 述 す る。 ま た， 古 くか ら用 い られ て い る ヤ マ イ ヌの称 呼 を赴

け， ニ ホ ンオ オ カ ミを用 い た。

14） 江崎，前掲（注 2 ），p・ 1839・

15） 金井清 ：「日本で捕れた最後 の狼 」。清洲 生物学全会報， 2 巻 ， 2 号，p・19－20，

1939．前払 注 6 参照。

捕） この宏は，上谷氏が大 阪市在住の ため，平 素は閉 じてある。 この家 の前の下・ つ

ま り，か っての 芳月楼 のす ぐ南側 は， A 別D E R SO N 当時は上谷氏所有の 畑地で

あ った。 当時小学校の 上級生であ った 上谷氏は， 斜 め下の二 階座敷 に 起居 す る

A N D E R SO N を時折 目にす ることができた。後年，上谷氏は上記畑 に貸家を建 て・

現在 は飲食店芳月，果物屋， 自動車星な どが国道に面 して軒をな らべて いる0 か・

つての芳月楼 と現在 の 芳月 との間に， 村役場 へ登る狭い 石段道が ある・ 小谷氏

は，造作家具室内装飾設計施エ の抹式会社上谷製作所 の代表取締役であ る0

17 ） この とき の い き さつ につ いて は， い くつ か の文 が つ く られ て い る。 高 島春 雄 ：

「栄枯盛衰両面鑑（衰退者 と侵略者）」，図解科学仲 央公論杜），N o・ 10，p・ 48－

55， 19 42 ；川合 禎次 ：「狼 の話」，ひか り（近 鉄 総務 局）， 1953－Ⅹ，p・ 18－
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上 野 益 三

20 ；戸川幸夫 ：「狼 と山犬」，r戸川幸夫動物文学全集J（冬樹社，東京）， 巻 10，

p，97－ 131， 1966 ．

1 8） 小 川（旧貸家 ロ）の古美 術商亀屋主人亀井恭践氏の談話 。同氏先代の見 臥

1 9 ） 阿部 余 四 男 ：「ヤ マ イ ヌ に就 い て」， 日本 犬 ， 2 巻 ， 2 号・ p・ 1－ 9・・6 plsり1934

〔A N D ER SO N 採集 の狼 の頭骨 の写真 を載せ る。 この写真は同博士 の次の文に も

収 む〕。 A B E ．Y ∴ 0 皿th e C o re an a n d J a p an ese w o lv e s・ ′・洗 i・ガ汁〃ざ肋 〝α こ加 れ ・

ser ．B ，d iv ．1， V O l．1， p ．3 3－ 37 ， 5 p ls ．，1 9 30 ．

2 0） ¶ M M IN C K の原著（F aun a Jap on ica ，M am m alia ，p・38）には・ C bien b odop b ile・

（C β〝J5 加 d（玖γJ瓜∬） とな し， 図版 （ねb．9） では，C 加 一言加 d 中 尉Jd方 と し，ゐが

な か った り ツ が ＝ こな った り して い る。直 点博 士 の 「 日本 産狼 の 研究 J （注 3 ）

で は， この 図版 （ こ の方 が さき に出 た ことほ本 文 中 に記 した）透 りに， Jわd 坤 以－

ね∬ が放 ってあ る（p・ 2 33，か 0）。

21） 阿倍，前掲，注 19． 日本犬，p・4．

22） 岸田 日出男 ：「 日本狼物語 」，吉野史談 会枝閑雑誌 r吉野風土記 ムN o・ 2 1， p・ 1－

4 1， 19朋 （ トーシヤ版 ） ；津 田船首 ：「十津川の鳥獣」， r十淳川の生物 J（十i章

川村 刊，196 1）， p・ 3－ 14． 等に集録。また，阿部余四男 ：「 日本狼 は現 存す る・

か」，ケル ン， N o．27． p．2ひ－24 （㌘）， 1933． 阿部博士は絶滅 を説 きなが ら，

‾な お残 存 の 余地 を残 して い る。 この 文 は も う 35 年 も前 の ことで あ る。 悲 太 猪 之

介氏 （r奥吉野動物記 J，朝 日新聞社刊，1957）ほ大正 10 年（192 1）前後 まで いた

と考 え て い る。

23） 江崎悌三 ：「Philipp FranzvonSieboldのFaunaJaponica解説」（植物文献刊

行会，東京， 19 35 ）による。 F au皿a の p．訪－4 0 と 也b．11－ 20 は第二分冊 と

して，1844 年 に刊 行 され たが， 也b ．1－ 10ほ p．1－ 20 と と も， 第 一 分 冊 と して ，

既 に 1842 年 に刊 行 され て い た。T ab ．9 の材 料 とな った ニホ ンオ オ カ ミは産 地 を

明記 していない。 S IEB O L D は江戸へ赴 く途 中，大坂天王寺の動 物商 で， 「一匹

の オ オ カ ミ と野 生 の イ ヌ （ ヤ マ イヌーJam a－i皿q）を 貫 つ た こ とが あ る。」（斎 藤信

訳，r江戸参府紀行J，東洋文庫 87，平凡社 1967． p・24 1）。呉秀三択（異国叢書

本 ， 192 8， p ．57 3 ）で は ，「狼 （オ カ メ）O k am e 一 匹 と財 （ ヤ マ イヌ ）Jam a－im

一 匹 」 とを 買入 れ た とな って い る。 この Jam a－inu が斎 藤 訳 の よ うに野 生 の犬 と

な って い るの は ， す こぶ る明 快 で あ る。 オ オ カ ミ， すな わ ち， ニ ホ ンオ オ カ ミを

ヤ マ イ て と同一 物 す る人 と， 別 物 とす る人 とが あ るか らで あ る。

・24） 上野益三 ： rお雇い外国人 3 ， 自然科学J（鹿島研究所出版会，東京， 196軌

p ．4 5 ．

お） B R A U N S，D ．：O n Cα乃ね加d申カメ∬（Temminck a血鮎uegel）0りapanese・

W o lf・ m e C 力り岱α7仙 g，椚‘椚 ，V O l・ 1， p・ 6 6－ 67， 1 fig・，F eb・ 18 8 1，Y o k o h a m a，

E e11y ＆ C o・ 上記 学名 の命 名者 に S c‡王ば G E L が連記 して あるが， これ は
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驚 宏 口 と ニ ホ ン オ オ カ ミ

T E M M IN C X ただ 1 人，また命名者名 に括弧は不要。

2 6） この 図 と， T E M M IN C K の図 （注 20 ） と， ど ち らが真 を 伝 え る もの か。 ど ち ら も

耳 殻 が 小 さい こ とで は一致 して い るが ， 脚 が 短 い とい う特 徴 で は，‘T E M M IN C X

の 図 は 少 し ス ラ リ と し過 ぎて い る。 B R A U N S の 図 は， M IV A R T ， S t． G ．：

A MbnOgrapboftbe Canidae（R・H．Proter，London，1890）に転叔されてい
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前掲， r 日本産狼の研究」，p．2 44．

柳田国男 ： r遠野物語J。角川文庫本 （83－ 5， 1955），p．31 によ る。

B u N N EL L，F rd an d  P i 】 1 e ： E x t i n c t  a n d  V a n i s b i n g  A n i m a l s ． R e v i s d E n g l i s b

e d ition of V．ZISWILER’s蝕drohte und Ausgerottete Tiere．X＋133pp．73

fig s．T b e H e idel由一g Scien ce L ibra ry，V ol．2．S pringe卜V erlag．N ew York bc・．

19 6 7 ．

3 0） 犬飼哲男 （哲夫 ） ：「絶滅 した北海道の狼」。 日本犬， 2 巻． 1 号，p・ 5－ 11，ユ

p lり 1 9 3 3 ．

・31） 前掲，注 22．

．32） C 叩也in S t．JO H N ，R ．N ．：A n ex00r8ionintotheinterior partsofYamato

P ro ▼h ce フナd 舶 ．A sJαf．5 ∝ ．J ゆ α〝，V o l．3 ， p ．3 5 － 4 8 ， 1 8 7 5 ．

．33） 柳 田国男 ：「狼のゆ くへ，な らびに狼史雑話」。 ともに．r孤独随筆」（創元選 書，

38， 1939），p．2 17一光3 に収載。 なお，r定本柳 田国男剰 ．界 22 巻， （筑摩書

房版），p．苅7一鵜0，1926，に収む。

3 4） A N D E R S O N は．全部で 30 円に近い．予定以上の社物を貴 ったので，旅費が な くな

り， 金 井氏 に借 りてや っ と掃 え れ た とい う（金 瓶 前 掲 15）。 懐 中 が 乏 し くな り，

支払 い に もい ざ こ ぎが あ ったの か， 1 月 26 日早朝 出発 に 醸 し，芳 月 楼 の 前 で 楼 主

前 北 と A N D E R SO N とが は げ しい 口論 を した とい う（上 谷万 苦 氏 談話 ）○

：35） R egent 公 園 に あ る動 物 園 （G ard ens）。 ロ ン ドン動 物 学 会 所属 ， 同 学 会蒐 集 の野

生動物を収 容する。1827年 4 月 27 日開園。創 案者は S ir T h om as S血 止o rd R A F ・

F L E S （ 1 78 1－ 18 2 6） で あ る。

：36） T he s8Crぬ ry onadditio皿StOthemenagerie・♪r〝．加J．由仁．．加和do〝，1878，

p ．78 8．

3 7 ） H u x L E Y ，T ．比 ：O n th e cranialanddentd¢haractersoftbeCanidae・Pれ灯

Z¢〃J．蝕 ．加 d㈹，1恥0．・p．2誠一湖 ．
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